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賃金に対する 割合R、 を第8表 」こ示す。

以 ヒで大鵡資料が)析 をおえた。この分析結果にi基

ずい'く最も合理的,辱 襖 約漂本揃出法を企嘗 して行こ

りo、

こ'・で算出したC,e,C.,Cは22年11月 の製遣
、

工業部門についての敷字であつて,こ れは別紙(次 號

掲載)・二如き細.う・い蓬業分頴別に算出すれば一層等質

性が保たれるものと思えるから車に小さい値ガ出るも

のと期待される。併 し吾々の調査貝的には安至の欝に

(ヤG・Cを 過 大轍 す勧 が繊 ・ζ蜘'し ・51

標本調査に使用するためには大圧の見當程摩の敷宇で

十分なのであるから諜 分類別じ詳細な計算は省略す

ることにした。これで具鰹的資料についての必要な分

析が大暖出來たので次に新しい標本調査方法の企趨iに

移ろう。(次號へつづく)'
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§1.緒 言

二定D費 用の下に,標 本調査し一つの箆量の母敦を

推定 しようとする場合には,こ の母教の推定量の母分

散を最小になるるように計垂を立てる事は,マ ルゴフ・

チェブイシ.フ の定理を考えに入れるなら》合理的な

ものと思われる。ところが大抵の調査では,1周 の調

査で二つ又はそれ以上O項 目について調べるので,有

魍限多璽量母集團として抽出法を考えねぼならない
。

多型量母集團でもマルコフ・チニブイシェフの定理

を援張して使 う事ができる。3)定 理そのものは,一 璽

量の時の母分散を,対応 する行列に置き換え,大 小闘

係を二次形式の正定符號,負 定符號で定蓬すればよい

し,こ の蛮蝿藁は幾何學拙 長を持つ。しかし乍ら一次

元の場合と異 り,任 意の=二つの行列を探つた時,必 ず

しもこのよ うな定符號=次 形式を用いて大小鮒係を定

義することができない黙に問題がある。以下一型量の

場合の母標準偏差 σ(X)の 持つ性質を調べ,こ の性質

○保存されるように多受量に搬張することを問題とし

よ う。

有 限 母 集雪 では,超 量 」【C母 漂準 偏 差O(X)は 次

ら生 質 を持 つ て い る。

1.Xの 探 るす べて の實 敷 値 に野 しa(X)は 鰍 で

負 とな る こ とは ない 。

II.a(.X)=OはX=Oを 意昧 す る。

1Ⅱ.c(tx)=tσ(A'},但 しt≧ つ.

IV.a(X+}'一}≦ ワ(X・)十u(y).

V.σ(-X、==o(X、.

こ こでE(・Y}=eと 俄 定 し,a(X)三 …[刃瀞]v2と 置

い たρ 以 上 の性 質 を持 つ函数 は ミンコ フ スキ ーの亥 持

函数Dで,支 持 函鼓 ではXが 婆 量 でな く埜 敷 であ り,

更 に σ(X)が 引 数Xの連続 函数 であ る ことが 要請 さ

れ て い る 。

以上 の 性質 は,わii.bれ ¢場 合Xが 愛 蚤で あ る こ

とを考 え に入れ て,款 の二二通 りの接 張 を思 い附 か せ る 。

第1の 援 張 は 鳶塑 量CXi,X・:,…,Xk)に対して

(1)a(Xl,X2,…,Xk)≡9(Xl,X:,…,Xk)

とす る こと で,ρ は 任意 の ミン コフ ス キ ーの支 持 函 数

に適 當 な 期 待 量記 號E()を 用 い た もので あ る。 例

え ぽ,

§2。 愛異6測 定
●



d嚥 欝 均の励 のpXのva封orSC・E(IX司 争日

郭で璽 翼惟を続制すろことに相嘗する。P=2の 場 蒼

は

く3)9£ 一{
eSE(」ge.}'!t-{tr-v(Xl}!A

御 ち母 分 敬行 列y(X)の 跡 で統 制 す る こ とに な ろ。

第2のISMEま.母 分 散行 列V(X)の 特 有根al・Z・

…,鵡 を用 い る方 法 で.

(4)・(X亀.溝,…,涛)=sP(All!2・a=1/Sジ 或 べ/う,

と置 き.ψ は 任意 の ミンコ フ スキ ーの 支 持 函 鼓 と つ

る。 これはJ.フtソ ・,イ マ ソの行 列空間 の測 度 イI

ly'・'1eにXXtる もの であ る・2)MJえ ば

⑨e・ 〈・1・・….・ ・2i…akl・ ・)一(
。;,1・ ・i/・1・)1・p7

.、1≦Pく 。。

P=2の 場 合は,前 の定 嚢 と一致 す る。p→ ・。 とす 宅

と,

(6)1irnψP=max.(よtlR,A:u:,…,ikM)

卸 ち特 有 根 の最大 の もの で統 制 す る方 法 が 得 られ る 。

賞際 に は これ ら の一 つ を選 ぶ には.更 に 他 の原 貝曝

ノ 援 用 しなけれ ば な らな い ゼ

結 び

一愛量の場合0公 式を多簗畳に擬張することは
,上

の方法を用いるなら唇易である。特別の場合には,一

礎欺での正負鰭係を正定符鞭,負 定符鼓に接張すれば

上のような支持函数を用いないで濟む。

貴際には重みを裏す行列Wを 用い,

σ』 ごプ.{}外㍉」Y>}

とす る方が好ましいこともあろろ。又以上の乏ノそ.方を

婁異停.骸に搬張することも考えられる。これらな用い

た多婆量の場含の唐別化の理論等は將來の研究に俊ち

たい。
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迫 紀 ・"

a(X》 の振ii浸を考 える場 合.

'VI
.X,Yが 相 互 に弱 立 な ら,

a2(x+Y)=a:(x)+ar(Y)

とい う性 質 の保 存が 好 ま しい 。 これ は(概,映,,ぼ ρ

の 母分 散行 列 の跡 に依 つ て満足 されて い るが,一 般 の

支 持 函教 では 必 ず しも満足 され な い 。勿 論 母 分 散行 列

の 行 列式 では この よ うな性 質は 一般 に見 られ な い 。
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1.緒 言

ttStの 鍾津 礎獄 為(ぼ 嵩1 ,2,…,")カ:夫 々相 等 しい

正規母集團 Ⅳla,d:)に 局 し且つ相亙と独立なときは,

統計量z2=Σ 橘 計の!a}2は 自由度n-1の 紛 布
`-1

,


